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今、校庭では、１０月１日（土）に行われる運動会の練習真っ盛りです。
毎日、子供たちの元気な声が響いてきます。子供たちも先生方も活気があります。
運動会前のこの時期になると、クラスや運動会、お家での出来事等、私に話しか

けてくれる子供たちが増えてきます。学校全体が活気に満ち溢れています。

教育委員会が行う学校訪問等の際、「学校での課題は、何ですか？」と問われるこ
とがあります。その時、私は、「コロナ禍の為か分かりませんが、登校を渋る子供た
ちが数人いるのが課題です。」と回答をしています。学校は、本来楽しい所で、子供たちにも「学校は、
みんなが楽しい所です。」と日頃から話している私にとっては、本当に悩ましい課題です。もちろん、子
供たちや保護者の方々の不安や悩み、葛藤もたくさんあると思われます。
ところが、運動会前のこの時期になると、欠席者数が相当数減ります。なぜでしょうか？先日運動会練

習の時に子供たちに「運動会は、好きですか。」と聞いてみました。ほぼ１００％の子供たちが手を挙げま
した。
子供たちにとって、また保護者の方々にとっても運動会は、楽しい行事なのでしょう。だから、元気に

学校に来られる子供たちが増えてきます。
一方、今、世間では、「教員の世界は、ブラック企業だ。」と言われています。ある週刊誌には、「あ

なたの子供の学校が崩れる～教員不足が招く連鎖崩壊～」というセンセーショナルな文字が躍っていま
した。確かに高学年の児童の学校滞在時間が約８時間あるのに対し、教職員の正規の勤務時間は、７時
間４５分なので、直接子供たちと関わらない時間に、子供に直接関わるテストの丸付けや明日の授業の
準備をしなくてはなりません。つまり、子供が帰ってからの時間は、ほぼ全て超過勤務時間です。私自
身も担任時代は、早朝から夜の９時、１０時くらいまで働いていました。私たち教師が一生懸命に対応す
れば子供たちは、「変わる」と思っていたからです。しかし、社会では、働き方の常識が変わってきまし
た。教員採用選考試験の志願倍率も年々下がってきており、残業時間が８０時間を超える教師が依然と
していることから、「働き方改革」が喫緊の課題となっております。
「働き方改革」の真の目的は、学校教育の質の向上です。先生方が毎日健康で、そして笑顔で子供

たちの前に立ち続けることや、先生方が自分の家庭も充実させたり、自身の資質向上のための「未来へ
の自分への投資時間を確保」することなどを実現していくことが、ひいては「目の前の子供たちの教育」
の充実につながっていきます。そして何よりも教員は、子供たちが大好きで、「子供の成長が見られる」
とてもやりがいのある職業です。
前述しましたが、運動会前のこの時期は、子供も元気ですが、先生方も元気で活気に満ちあふれてい

ます。それが他の教科や活動にも波及しています。「子供たちも職員も、笑顔になれる、元気な学校」
こそ、長井小が目指している理想の学校です。
表題の「はばたけ、長井っ子！～今日の主役は、わたしたち！！～」は、児童会役員が中心となって決

めた今年度の運動会のスローガンです。
未来を生きる子供たちの今後の人生は、山あり、谷ありです。何が起きるか分かりません。その時、

どう対応するのか？何が子供にとって正しいことなのか、教師の役割、親の役割、大人の役割とは、何
なのか？たった一人で対応していかなくてはならない時があるかもしれません。
その時に役立つのは、様々な経験です。中国の思想家老子の格言に「授人以魚 不如授人以漁」が

あります。「飢えている時に、魚を与えるか、魚の釣り方を教えるか。」という意味で、「人に魚を与えれ
ば１日で食べてしまうが、魚の釣り方を教えれば一生食べていける」という考え方です。教師も「教える
こと」と「子供自身に学ばせること」のバランスを考えていかなくてはなりません。親も「手をかけること」
「そっと見守ること」のバランスを考える必要があると感じています。
「はばたけ（自立）」が人としての最終的な目標です。
そして、運動会一日ではなく、日々、「一人一人の子供が主役」で輝けるよう、本校教職員全員で、

子供たちをバランス良く「徹底的にかまって」育てていきたいと考えております。
保護者の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

日 曜 行事予定

１ 土 運動会

２ 日 運動会予備日

３ 月 振替休業日（１０／１分）

４ 火 特日５ 運動会予備日

５ 水 特日５

６ 木

７ 金

８ 土 田島保育園運動会 本校校庭使用

９ 日

10 月 スポーツの日

11 火 月曜日課 栗田先生来校

12 水 委員会⑥

13 木 ＳＳＷ来校

14 金 ４年小児生活習慣病検診 外村先生来校

15 土 ＮＣＣ 和太鼓

16 日

17 月 くまなび⑨ 栗田先生来校

18 火

19 水 特日５

20 木 前期終業式 特日３ 給食なし 一斉下校⑥

21 金 秋季休業日

22 土 秋季休業日

23 日 秋季休業日

24 月 後期始業式 特日３ 給食なし

25 火 給食開始 １，２年遠足 クラブ

26 水 就学時健診 特日３給食なし ＳＳＷ来校

27 木 教育相談日

28 金 校内授業研究会 ５時間授業

29 土

30 日

31 月 ３年社会科見学 くまなび⑩

１０月は１年間の折り返しの月です。
この半年間の子供たちの様子ですが、学力・

体力ともに次のような成果を残す事ができまし
た。
・「全国学力・学習状況調査（６年生対象）」、「埼
玉県学力・学習状況調査（４．５．６年生対
象）」の結果は、４．５年生は、埼玉県の平
均点をやや下回りましたが、６年生は、埼玉
県、熊谷市の平均点を大きく上回ることがで
きました。

・「新体力テスト」の結果も、前年度の埼玉県
の平均を上回る種目がほとんどでした。
今後とも保護者の皆様のご理解とご支援をよ

ろしくお願いいたします。

１（火）学校公開日４．５．６年．なかよし
２（水）学校公開日１．２．３年．なかよし
５（土）授業参観 学校運営協議会 さつまいもを収穫する会
７（月）振替休業日（11/５ 授業参観の振替）
９（水）木曜日課
１０（木）水曜日課 嬉愛学級とのグラウンドゴルフ クラブ
１６（水）委員会
１７（木）長島先生来校
１８（金）４年市内音楽会
１９（土）資源回収
２２（火）体育授業研究会
２４（木）６年修学旅行
２５（金）６年修学旅行
３０（水）持久走大会 委員会

運動会応援練習 運動会応援練習

運動会練習 運動会練習

研究授業 図書集会

「通学で日傘をさそう事業」で先日お配りした
日傘ですが、来年度も全員が年度当初から使え
るようにするため、１０月より学校保管とします。
つきましては、置き傘として使用しますので、

学校に持ってくるようお願いいたします。今まで
使用していた置き傘は、ご家庭でご活用くださ
い。よろしくお願いいたします。




